
令和 2 年 1 月 29 日 
 

ぼうさい国大シンポジウム(令和元年 10 月 20 日)の概要について（報告） 

 

１ 名 称：ぼうさい国大公開シンポジウム「災害を科学と語り継ぎ未来を生きる～伊勢

湾台風の記憶をよみがえらせ、南海トラフ地震津波に備える」 

 

２ 日本学術会議の主催者：科学技術を生かした防災・減災政策の国際的展開に関す

る検討委員会、土木工学・建築学委員会 IRDR 分科会 

 

３ その他の主催団体等：全体のイベントは内閣府などで構成する「防災推進国民大会

2019 実行委員会」 

   

４ 開催日時：令和元年 10 月 20 日（日）10 時 00 分～11 時 30 分 

 

５ 開催場所：名古屋コンベンションホール 302 会議室 

 

６ 開催趣旨： 

  将来の災害への備えには、過去の災害を科学的に検証しつつ、その記憶を語り継ぐ

必要があります。伊勢湾台風や昭和東南海地震などの過去の災害の記録の科学的

な検証を、来るべき南海トラフ地震津波やスーパー伊勢湾台風への対策にいかに生

かすか、企業・行政・マスコミ・学術の第一線で活躍する方々が、参加者の皆様と熱く

語ります。 

 

７ 参加人数： 

  講演者等：10 名 

  その他の参加者：72 名 

 

８ 特記事項： 

  ぼうさい国大については、http://bosai-kokutai.jp/ にて全国的に広報がなされたこ

とから、会場への来場者が多く、用意した会議室はほぼ満席となり、会議参加者との

質疑応答も活発に行われ、大変有意義な公開シンポジウムとなった。 

 これまで、科学技術を生かした防災・減災政策の国際的展開に関する検討委員会で

議論してきた「多様な人々が防災の当事者となり、科学の成果が『腑に落ちる』形で

伝わるための工夫と、その媒介役のファシリテーターが必要」という趣旨が参加者に

よく伝わったものと思料。 
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